
[bookmark: _Hlk211356964][bookmark: _Hlk211356840][bookmark: _Hlk211356798][bookmark: _Hlk211356897]このページは申請書類ではありません。郵送の必要はありません。





日本周産期･新生児医学会
専門医制度

母体・胎児専門医
資格更新認定申請書

2026年4月














一般社団法人

日本周産期・新生児医学会

	更新　申請書



	母体・胎児



				　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
	
要約：


	暫定指導医（署名）
	





このページは提出不要.また,書類は全て片面印刷とすること．

3
1．母体・胎児専門医資格更新認定申請書
一般社団法人　日本周産期・新生児医学会               受理年月日　　　　　年　　　　月　　　　日（事務局記載）
理事長 殿

私は母体・胎児専門医認定の更新をしたく，所定の必要書類を添えて申請します．
	ふりがな
	
	

	申請者氏名
（認定証記載名）
	氏　　
	名　　

		認定証に記載する名前に常用漢字以外（異体字や旧字，環境依存文字）を使用する場合には，その文字のみ赤字にする．学会ホームページ・会員ログイン後の「マイページ」の個人情報はシステムに不都合が出る場合があるので，常用漢字のままとする．




	メールアドレス
	

	各種連絡に使用する．必ず使用できるメールアドレスを記載する．学会からのメールはサーバーや受信側の判断により迷惑メールに振り分けられる可能性があるので，確認する．申請後に変更した際には，マイページから情報を更新し，事務局にも報告する．

	自宅住所
	〒　　　－　　　


	勤務先
	名称
	
	所属科名　

	
	住所
	〒　　　－
	電話　　　－　　　　－

	
	
	

	マイページを見て，上記記載内容と相違がないことを必ず確認する．認定証は，会員情報に登録されている「送付先」へ発送する．登録情報との相違で送付できなかった場合，再送付は行わない．

	母体・胎児専門医登録番号
	
	
	
	
	母体・胎児専門医
取得年
	(西暦）
年
	学会
会員番号
	
	
	
	
	
	
	

	職歴（最新のものを含めて最大8項目まで）

	以下に記載する期間(西暦)欄には，基本的に前回取得時or前回更新時以降のものが記載されていること．8項目に収まらない場合は最新のものから優先すること．同時に複数の施設で勤務している場合には行を分けてそれぞれ記載すること．

	期間(西暦）
	施設名
	診療科および職位

	　　年　月～
　　年　月
	
	

	　　年　月～
　　年　月
	
	

	　　年　月～
　　年　月
	
	

	　　年　月～
　　年　月
	
	

	　　年　月～
　　年　月
	
	

	　　年　月～
　　年　月
	
	

	　　年　月～
　　年　月
	
	

	　　年　月～
　　年　月
	
	



2.	診療実績報告書（母体・胎児）
【記載上の注意】
施設の異動に関わらず，5年間の症例の有無を記入する．
	経験症例（指導した症例を含む）
	経験症例

	（1）正常分娩の立会い
	有 ・ 無

	（2）帝王切開（うち緊急帝王切開)立会い
	有 ・ 無

	（3）合併症妊娠の診断と治療
	有 ・ 無

	（4）異常妊娠の診断と治療
	有 ・ 無

	（5）異常分娩における母体の管理と治療
	有 ・ 無

	（6）産褥異常の管理と処理
	有 ・ 無

	（7）産科感染症の管理と処置
	有 ・ 無

	（8）産科麻酔（無痛分娩含む）
	有 ・ 無

	（9）健常新生児の管理
	有 ・ 無

	(10）ハイリスク妊婦･胎児に対する診断･管理･手術
	有 ・ 無

	(11）胎児異常の診断と管理
	有 ・ 無

	(12）胎児異常に対する治療
	有 ・ 無

	その他：行政，海外支援があれば下記に具体的に記入してください.

	



3.	研修単位となる業績一覧
1)	取得単位集計表
【記載上の注意】
1．取得単位となる発表及び論文は，周産期・新生児学に関連するものに限る．
2．	必須単位に該当する学会の参加･発表は，【必須単位】「1．本学会が10単位と定めた学会の参加・発表」欄へ記入する．必須単位でない学会または研究会での参加・発表は【その他の単位】の2～4に記入する．
3．発表単位は筆頭演者として発表した場合に限り記載でき，必ず掲載雑誌が確認できる抄録のコピーを1部添付する．
[bookmark: _Hlk211355187]4．申請できる期間は前回の更新年の8月1日～2026年7月31日までのものとする．ただし初めて更新する場合（2021年度取得者）は6月1日～2026年7月31日までの期間の単位を申請できる．※今回が初回更新で，すでに更新を延長している2020年度以前の専門医取得者は，受験年6月15日～2026年7月31日までの期間の単位を申請できる．
	【必須単位】

	［ 1．本学会が10単位と定めた学会の参加・発表 ］

	（1）日本周産期・新生児医学会学術集会
	10単位
	参加
	回
	単位

	
	10単位
	発表
	回
	

	（2）周産期学シンポジウム
	10単位
	参加
	回
	単位

	
	10単位
	発表
	回
	

	（A）	（1）～（2）の合計　(合計で30単位以上が必須です）
	単位

	【その他の単位】

	［ 2．本学会が承認した学会または研究会の参加・発表 ］

	（3）日本小児科学会，日本産科婦人科学会，日本小児外科学会，日本麻酔科学会，日本新生児成育医学会，日本新生児成育医学会教育セミナー，日本母体胎児医学会，日本糖尿病・妊娠学会，日本小児外科学会秋季シンポジウム，日本妊娠高血圧学会，国際学会
	 5単位
	参加
	回
	単位

	
	 5単位
	発表
	回
	

	（4）基本学会の地方会，
研修単位となる学会・研究会
	 2単位
	参加
	回
	単位

	
	 2単位
	発表
	回
	

	［ 3．学術論文 ］

	（5）筆頭著者またはcorresponding authorとして発表（要査読）
	10単位
	編
	単位

	（6）共著者として発表（要査読）
	 5単位
	編
	単位

	（7）筆頭著者として発表
	 5単位
	編
	単位

	［ 4．講習会 ］

	（8）蘇生法インストラクター(補助は除く）
	 5単位
	回
	単位

	（B）	（3）～（8）の合計
	単位

	（A）＋（B）	総合計（50単位以上必要です）
	単位




2)	学術集会参加記録簿
[bookmark: _Hlk150774609]【記載上の注意】
1． [bookmark: _Hlk34326220][bookmark: _Hlk63776036][bookmark: _Hlk166258765]参加証は，ネームホルダー等の小さいものは本紙に貼付し，A4サイズのものは別添として本紙の後ろに添えること．
2． 発表した場合は，抄録のコピーを添付することで発表単位（かつ参加単位）の証明とする．
3． 日本産科婦人科学会会員ポータルの「学術集会参加」ページのコピーでも可.その場合は使用方法に指定があるため,受験要領 ｐ11を参照すること.指定を明らかに無視したものは受け付けない．
4． 参加証の発行がない学会や研究会の場合，または参加証を紛失した場合，参加日，学会または研究会の名称，単位を記載し，上席者の署名を得る（受験要領p9参照）．スペースが足りない場合は，このページをコピーして追加する．
[bookmark: _Hlk161254658]5．論文は単位が不足している場合のみ申請する．
6．極力，必要単位以上の書類は添付しない．
	
参加日
（西暦）
	学術集会出席証明書貼付
	必須単位
	その他の
単位

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


	
	
	
	

	
	
	
	

	小　計
	単位
	単位

	合　計
	単位



3)	学術論文刊行記録（単位として申請する場合のみ提出）
【記載上の注意】
1．査読の確認欄は，査読が必要な論文を単位として申請する場合のみ記入する．
2．別刷（コピー可）を1部添付する．
3．掲載予定の論文は，受理票及び論文のコピーを提出する．
4. 記載する論文は最多4編までとする.
[bookmark: _Hlk211358891]5. 学術論文単位の認定可否は，すべて専門医認定委員会で審査を行うため，事前の問合わせは受付けない.

	著者名，論題，誌名，発行年，頁の順に記入する.

	1
	

	2
	

	3
	

	4
	

	査読の確認
	査読を受けていることを確認いたしました．
西暦	年	月	日	更新者名　	



4)	新生児蘇生法講習会インストラクター記録簿（単位として申請する場合のみ提出）
【記載上の注意】
インストラクターをした場合のみ記入できる．
記載された内容の正誤判定や単位認定は,新生児蘇生法のデータベースを参照するため,証明書等の提出は不要.
	インストラクター認定番号
	　　　　－　　　－

	開催日
	開催地
	コースの種類
	単位

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	合　計
	単位


2026年度 母体・胎児専門医資格更新　申請者名（　　　　　　　）
[bookmark: _Toc444105202][bookmark: _Toc417031495][bookmark: _Toc417031554][bookmark: _Toc417031661]

専門医資格更新認定試験申請書類チェックリスト
下記の書類がすべて揃っているのか
確認するためのチェックリストです．
このページは申請書類ではないので提出しないこと.

	すべて専門医認定委員会の承認が必要となる

	書類
	必須：○
任意：△
	チェック欄

	1．専門医資格更新認定試験申請書
	○
	

	2．診療実績報告書
	○
	

	3．研修単位となる業績一覧
	
	

	1）取得単位集計表
	○
	

	2）学術集会参加記録簿
	○
	

	3）学術論文刊行記録
※1),2)で総合計50単位が満たせず、単位として申請する場合のみ提出
	△
	

	4）新生児蘇生法講習会インストラクター記録簿
※1),2)で総合計50単位が満たせず、単位として申請する場合のみ提出
	△
	

	医師免許証（医籍）のコピー
	○
	

	日本小児科学会または日本産科婦人科学会専門医認定証のコピー
（有効期間内のもの）
	○
	



